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JR西労組HP（http://www.jrw-union.gr.jp）
最新のJR西労組運動をチェックしよう！
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川 柳  第25回文化・文芸作品コンクール／川柳・標語部門　［ 周り見て　気づけるあなたの　小さい一歩 ］　松川 賢甲さん （金沢地本・ハピラインふくい出向者分会）

　2005年４月25日の福知山線列車事故から21年、本日、私たちＪＲ西労組
は、「事故を決して忘れず、安全を誓う集い」を開催しました。あらためて、事
故で尊い命を失われた107名の御霊のご冥福をお祈りするとともに、お身
体や心に大きな傷を負われ、今なお苦しんでおられる多くの皆様の一日も早
いご回復をお祈り申し上げます。そして、安全の確立を運動の最優先課題
に位置付け、事故が取り返しのつかない悲劇を生むという事実を決して忘
れることなく、二度と悲惨な事故を起こさないために、さらなる安全性の向上
に取り組んでいく決意を明らかにします。
　この21年の間、私たちは事故の反省と教訓を胸に刻み、労使の真摯な協
議を経て、「安全性向上計画」、「安全基本計画」、「安全考動計画2017」、
「ＪＲ西日本グループ鉄道安全考動計画2022」、「ＪＲ西日本グループ鉄道安
全考動計画2027」の策定につなげ、その実践と目標の達成に向けて取り
組んできました。これまでの不断の努力の結果、着実に職場の安全と組合員
の安全意識は向上していますが、一方で、死亡労災や重大事故につながり
かねない事象も発生しています。あらためて、基本作業の確実な実行や決
められたルールの遵守を徹底するとともに、ヒューマンファクターの観点から
も対策を講じていく必要があります。
　本集会では、関西電力グループの安全文化の構築・継承についてご講演
いただき、一人ひとりが安全の担い手であるという自覚を持ち、自らの安全
行動を確実に実践すること、また協力会社等との相方向のコミュニケーショ
ンを大切にし、ＰＤＣＡによる継続的な改善や教育・情報共有を通じて安全
文化を高め、災害ゼロの実現をめざして取り組む姿勢を学ぶことができま
した。
　また、ＪＲ西労組の安全の取り組みとして、ＪＲ西日本グループ鉄道安全考
動計画2027「第１回検証アンケート」、ＪＲ西日本連合「安全職場実態アン
ケート」、ＪＲ西日本「安全に関するアンケート」結果の比較を報告しました。
　あらためて、「安全お守り手帳」を活用した職場点検を進め、チェック・提
言機能に磨きをかけ、働く者の立場から問題提起を行うことの重要性を再
認識しました。引き続き、職場からの安全確立に向け、日々 の業務における確
認会話を徹底し、「当たり前のことを、バカにせず、ちゃんとする（ＡＢＣ運動）」
を各職場へ浸透させ、働く者の全員参加で安全を作っていきます。
　事故後に入社した組合員が７割を超える中、事故前後に様 な々経験をし
ている職場の先輩が、その経験や事故後に変更したルール、仕組みなどを
自分の言葉で伝え、すべての組合員が事故を心に刻み、二度と悲惨な事故
を発生させないように取り組んでいかなければなりません。
　本日の集会を機に、すべてのＪＲ西労組、ＪＲ西日本連合組合員の参画に
よって、妥協なく安全を追求し、労働組合のチェック・提言機能を発揮すべ
く、着実に運動を推進していくことを誓い合い、集会アピールとします。

2026年４月25日

西日本旅客鉃道労働組合（ＪＲ西労組）
「事故を決して忘れず、安全を誓う集い」

－ＡＢＣ運動を浸透させ、職場から安全を確立しよう－
［集会アピール］

来
賓
を
代
表
し
て
挨
拶
す
る

Ｊ
Ｒ
連
合
上
村
会
長

基
調
講
演
を
行
う

関
西
電
力（
株
）江
口
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

中
村
業
務
部
長
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
西
労

組
の
安
全
の
取
り
組
み
の
報
告

集
会
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
す
る

高
杉
青
年
女
性
委
員
長

「
祈
り
の
杜 

福
知
山
線
列
車

事
故
現
場
」に
て
献
花

「
塚
本
〜
尼
崎
駅
間
消
防
隊
員

触
車
事
故
」の
慰
霊
碑
へ
献
花

主催者を代表して挨拶する羽野中央執行委員長

鉄道を取り巻く各種課題の解決に向け、議論の深堀りを要請

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、２
０
２
６
年
４
月
25
日（
土
）、Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、「
２
０
２
６
年 

事
故
を
決
し
て
忘
れ
ず
、安
全
を
誓
う
集
い
」を
開
催
し
、Ｊ
Ｒ
西

日
本
連
合
グ
ル
ー
プ
単
組
代
表
者
を
含
め
た
２
７
３
名
参
加
の
も
と
、あ
ら
た
め
て
安
全
確
立
に

向
け
て
取
り
組
む
決
意
を
誓
い
合
っ
た
。

　

冒
頭
、出
席
者
全
員
で
黙
祷

を
捧
げ
、お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、

主
催
者
を
代
表
し
て
羽
野
執
行

委
員
長
は
、①
福
知
山
線
列
車

事
故
か
ら
21
年
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
、②
事
故
が
奪
っ
た
人
生

と
信
頼
回
復
に
向
け
て
、③
見
え

な
い・気
づ
か
な
い
リ
ス
ク
に
つ
い

て
、④「
だ
ろ
う
」作
業
か
ら「
か

も
し
れ
な
い
」作
業
へ
の
意
識
転

換
に
つ
い
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
、Ｊ
Ｒ
連
合

上
村
会
長
は
、①
不
安
全
事
象
、

信
頼
を
失
い
兼
ね
な
い
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
違
反
に
つい
て
、②
多
発

す
る
死
亡
労
災
に
つ
い
て
、③
Ｊ

Ｒ
連
合
安
全
指
針
に
つい
て
挨
拶

を
行
っ
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、関
西
電
力
株

式
会
社
人
財・安
全
推
進
室
安

全
推
進
グ
ル
ー
プマ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
江

口
智
也
氏
よ
り
、「
関
西
電
力
グ

ル
ー
プ
に
お
け
る
安
全
文
化
構

築・継
承
の
た
め
の
安
全
活
動
に

つ
い
て
」と
題
し
て
、２
０
０
４

年
に
発
生
さ
せ
た
美
浜
原
子
力

発
電
所
３
号
機
の
事
故
等
を
教

訓
と
し
た「
安
全
理
念
」、安
全

活
動
に
お
け
る「
12
の
安
全
活
動

共
通
着
眼
点
」、具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、グ
ル
ー
プ
全
体
で
の

情
報
共
有
、グ
ル
ー
プ
お
よ
び
協

力
会
社
に
お
け
る
安
全
啓
発
活

動
、安
全
に
関
す
る
教
育・研
修

活
動
、労
働
災
害
発
生
時
の
情

報
と
防
止
対
策
の
共
有
な
ど
に

つい
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　
一
人
ひ
と
り
が
安
全
の
担
い
手

で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、自

ら
の
安
全
行
動
を
確
実
に
実
践

す
る
こ
と
。ま
た
協
力
会
社
等
と

の
相
方
向
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

を
大
切
に
し
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
る

継
続
的
な
改
善
や
教
育・情
報
共

有
を
通
じ
て
安
全
文
化
を
高
め
、

災
害
ゼ
ロ
の
実
現
を
め
ざ
し
て
取

り
組
む
姿
勢
を
学
ん
だ
。

　

そ
の
後
、「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
安

全
の
取
り
組
み
」と
題
し
て
、中

村
業
務
部
長（
安
全
担
当
）よ

り
、グ
ル
ー
プ
会
社
も
交
え
た
会

議
や
委
員
会
で
の
共
有
、労
使
安

全
会
議
で
の
問
題
提
起
、事
故
を

風
化
さ
せ
な
い
取
り
組
み
、安
全

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
報

告
さ
れ
、職
場
か
ら
の
更
な
る
安

全
の
確
立
に
向
け
、職
場
と
安
全

を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
で
あ
る「
安
全

お
守
り
手
帳
」の
活
用
に
つ
い
て

提
起
が
な
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、参
加
者
全
員
で「
す

べ
て
の
Ｊ
Ｒ
西
労
組
、Ｊ
Ｒ
西
日

本
連
合
組
合
員
の
参
画
に
よ
っ

て
、妥
協
な
く
安
全
を
追
求
し
、

労
働
組
合
の
チ
ェッ
ク
・
提
言
機

能
を
発
揮
す
べ
く
、着
実
に
運
動

を
推
進
し
て
い
く
」こ
と
を
集
会

ア
ピ
ー
ル
で
誓
い
合
い
、集
い
を
締

め
く
く
っ
た
。

　

ま
た
、４
月
28
日（
火
）、中
央

本
部
は
、「
祈
り
の
杜 

福
知
山
線

列
車
事
故
現
場
」な
ら
び
に「
塚

本
〜
尼
崎
駅
間
消
防
隊
員
触
車

事
故
慰
霊
碑
」へ
花
を
手
向
け
、

二
度
と
悲
惨
な
事
故
を
起
こ
さ

な
い
こ
と
、全
組
合
員
で
安
全
確

立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
。

　

　

中
央
本
部
は
、４
月
20
日

（
月
）、Ｊ
Ｒ
連
合
産
業
政
策
委

員
会
が
中
心
と
な
る
、国
土
交
通

省
鉄
道
局
へ
の
要
請
行
動
に
参

加
し
た
。

　

当
日
は
、Ｊ
Ｒ
連
合「
21
世
紀

の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
」に
所
属
す
る
、古
川
元
久
衆

議
院
議
員
に
ご
同
席
い
た
だ
き
、

「
鉄
道
を
取
り
巻
く
環
境
は
、さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
し
て
い

る
が
、日
本
の
観
光
資
源
を
守
る

た
め
に
は
鉄
道
は
不
可
欠
で
あ

る
。お
互
い
将
来
を
見
据
え
た
建

設
的
な
意
見
交
換
と
し
た
い
」

と
、挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

冒
頭
、Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し

て
、羽
野
副
会
長（
産
業
政
策
委

員
長・Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
執
行
委

員
長
）は
、「
４
月
25
日
は
、福
知

山
線
列
車
事
故
の

21
年
目
の
命
日
で

あ
る
。Ｊ
Ｒ
産
業

の
安
全
確
立
に
向

け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
」と
述

べ
る
と
と
も
に
、各

種
課
題
の
解
決
に

向
け
、議
論
の
深

堀
り
を
要
請
し

た
。

　

鉄
道
局
の
三
島

梨
加
総
務
課
企
画
室
長
は
、直

近
の
課
題
と
し
て
中
東
情
勢
に

触
れ
、「
人
財
確
保
の
取
り
組

み
」「
ロ
ー
カ
ル
線
への
対
応
」「
鉄

道
分
野
に
お
け
る
環
境
の
取
り

組
み
」な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
ほ

か
、「
鉄
道
行
政
に
関
わ
る
諸
課

題
の
解
決
に
向
け
て
真
摯
に
取

り
組
む
」と
応
え
た
。

　

産
業
政
策
委
員
会
の
各
委
員

か
ら
は
、Ｊ
Ｒ
二
島・貨
物
会
社
の

経
営
自
立
や
、合
理
性
あ
る
運

賃・料
金
制
度
への
改
定
、脱
炭
素

に
向
け
た
鉄
道
へ
の
支
援
、鉄
道

イ
ン
フ
ラ
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て

提
起
し
、獣
害
へ
の
対
応
な
ど
の

要
請
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
か
ら
は
、

持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
構
築

と
し
て「
バ
ス
運
転
士
不
足
の
課

題
提
起
」と
、北
陸
新
幹
線
の
整

備
計
画
推
進
と
し
て「
早
期
着

工・開
業
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー

プ
で
働
く
組
合
員
が
望
ん
で
い

る
」な
ど
、現
場
の
声
を
踏
ま
え

た
発
言
を
行
っ
た
。

　

我
々
の
産
業
や
生
活
に
は
、労

使
関
係
だ
け
で
は
解
決
で
き
な

い
課
題
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

こ
れ
ら
現
実
を
直
視
し
、政
治
へ

の
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を

進
め
る
と
と
も
に
、Ｊ
Ｒ
西
労
組

の
政
策
課
題
に
賛
同
す
る
国
会

議
員
や
地
方
議
員
を
増
や
し
て

い
く
運
動
を
積
極
的
に
展
開
す

る
。

国
土
交
通
省
鉄
道
局
へ
の
要
請
行
動
を
実
施

バ
ス
運
転
士
不
足
の
課
題・北
陸
新
幹
線
の
早
期
着
工・開
業
を
訴
え
る
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Ａ
Ｂ
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動
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浸
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さ
せ
、職
場
か
ら
安
全
の
確
立
を


